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Ｎｏ．０２１０２３１０１
ヨシオ電子（株）

ＣＣ－Ｌｉｎｋ ＣＭ用リモートユニット
納入仕様書
Ｖｅｒ１．０

１．概要
・三菱製のシーケンサー「ＣＣ－Ｌｉｎｋ」と通信するための、
リモート２ＣＨキャパシタンスマノメーター制御装置です。

・温度補正型、温度制御型キャパシタンスマノメーター（バラトロン ）に最適なユニットです。@R

・従来のＣＣＬ－ＭＦＣの出力電源パワーアップ版となっておりますので、
大容量のマスフローコントローラーにも最適です。Ｉ／Ｏ完全互換品です。

・ＣＣ－Ｌｉｎｋ Ｖｅｒ１．１対応です。

・型式： ＣＣＬ－ＣＭ」とします。「

・通信方式： ＲＳ－４８５）三菱専用の通信ＬＳＩを使用。（

・Ｉ／Ｆ部：差動入力Ａ／Ｄ，Ｄ／Ａ，ＰＩＯを２ｃｈ分有します。

・動作保証キャパシタンスマノメーター：６２２，６２６，６２７Ｂ（ＭＫＳ製）

２． Ｉ／Ｆコネクタ仕様
Ｉ／Ｆ名 型式 端子形状

・電源入力コネクタ ：５５６９－０４Ａ１－２１０（Ｍｏｌｅｘ） オスピン
１：ＤＣ２４Ｖ，２：２４ＶＧＮＤ，３：ＦＧＮＤ，４：ＮＣ

・通信用端子台 ：ＴＥ－ＣＯＮ７－４Ｐ（北澤電機） Ｍ３．５ネジ
１：ＤＡ，２：ＤＢ，３：ＤＧ，４：ＳＬＤ

・Ｉ／Ｆコネクタ ：ＲＤＥＤ－９ＳＥ／Ｍ２．６（ヒロセ）ｘ２ メスコンタクト
＋ ＲＤＧ－ＬＮＡ－Ｗ２（ヒロセ）ｘ２ ロック金具

１： ２： ３： ， ４： ， ５： ，ＣＭ用 NC, PresMONI, +15V 15VCOM -15V
NC, SIGCOM NC NC６： ７： ， ８： ， ９：

１： ，２： ，３： ， ４： ， ５： ，ＭＦＣ用 OPEN/CLOSE//SET FLOW MONI +15V 15VCOM -15V
FLOW SET SIGCOM NC ALARM６： ， ７： ， ８： ， ９：

注）９ピンは各メーカーにより違いますので信号ピンが合わないときは
未接続で使用してください。

・入力信号モニタ用チェック端子：Ｐ９８黒＆赤（ＷＯＲＬＤ）ｘ各２

３． 動作モニタＬＥＤ仕様
・ＰＯＷＥＲ ＰＯＷ：緑色
・Ｉ／Ｏ Ｘ０，Ｘ１：赤２ヶ，Ｙ０，Ｙ１，Ｙ２，Ｙ３：黄４ヶ
・通信系 ＲＵＮ：緑，ＥＲＲ：赤，ＳＤ：緑，ＲＤ：緑

４．リモートデバイス局番設定スイッチ＋ボーレート設定スイッチ仕様
・局番設定：０１～６４

ロータリーディップスイッチ Ａ６ＣＶ－１０Ｒ（オムロン）２ヶ使用
側面操作タイプ［０～９］

・ボーレート設定：０：１５６Ｋ，１：６２５Ｋ，２：２．５Ｍ，３：５Ｍ，４：１０Ｍ

ディップスイッチ Ａ６ＣＶ－１０Ｒ（オムロン）
側面操作タイプ［０～９］

５．ＣＭ使用時のアナログ信号動作設定
・ＲＹｎ４，ＲＹｎ５をハンドシェークしてリンクＯＫのあとは、常時ＯＮにしてご使用ください。

ＲＹｎ４，ＲＹｎ５ ＯＦＦ＝０～＋５ＶＦＳ ＯＮ＝０～＋１０ＶＦＳ
Ａ／Ｄ，Ｄ／Ａともに有効です。また、切り分けての設定は不能です。

６．ＭＦＣ使用時の制御信号動作設定
・ＣＭご使用時は、制御信号設定不必要です。
・制御信号：ＪＰ２，３，４にて強制全開、強制全閉時の制御電圧を設定できます。
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ＣＣＬ－ＭＦＣではＰＬＣ側からの指令を受け下記のように定義いたします。
Ｙ０，２ Ｙ１，３
ＯＦＦ ＯＦＦ 制御モード
ＯＮ ＯＦＦ 強制全開
ＯＮ ＯＮ 強制全閉

各種マスフローのＮＣ／ＮＯのバルブにより制御電圧が異なりますので
共通のラダーソフトでいけるように上記の制御となりますように
ユーザー側にて各制御電圧を各ジャンパーを切換てご使用ください。

出荷時設定：強制全開＝＋１５Ｖ，強制全閉＝－１５Ｖ，制御＝ハイインピーダンス

ＪＰ２，３（ＣＨ１，２ ：ジャンパー線にて強制モードの時の）
＋１５Ｖ／０Ｖを選択できます。なお－１５Ｖは固定です。

ＪＰ４（ＣＨ１，２共通 ：全開、全閉時のＰＬＣ側からの指令の論理を反転できます。）

ＪＰ－４：オープン＝ＰＬＣ”１”－＞０ｏｒ１５Ｖ
ショート＝ＰＬＣ”１”－＞－１５Ｖ

７．テストモード設定
・テストモード：ヨシオにて、製造時の回路動作チェックに使用。

ただし、ケースを開けないと、設定不可。

ジャンパー線：ＪＰ－５（マック８）

・テスト方法：Ｈ８プログラム書き込み用のアダプタコネクタに、ＲＳ－２３２Ｃ変換アダプタジグを接続
し、パソコンにて動作確認する。

・テスト内容
１．ＰＯの動作。
２．ＰＩの動作。
３．Ｄ／Ａの動作。
４．Ａ／Ｄの動作。

８． 通信ケーブル仕様（別売）
・ＣＣ－Ｌｉｎｋ専用指定ケーブル：ＦＡＮＣ－ＳＢ（Ｈ）０．５ｍ㎡ｘ３（倉茂電工）

最長伝送距離（総延長 ： １００ｍ／ １０Ｍｂｐｓ）
１５０ｍ／ ５Ｍｂｐｓ
２００ｍ／２．５Ｍｂｐｓ
６００ｍ／６２５Ｋｂｐｓ
１２００ｍ／１５６Ｋｂｐｓ

端末加工：丸型圧着端子１．２５－３（メーカー問わず）

注）ユニット間の接続は、カスケード接続で、１３０Ω（１１０Ω）の終端抵抗が必要になります。

９．ハード仕様
ＣＣＬ－ＣＭブロック図 Ｖｅｒ３．０
ＣＣＬ－ＣＭインターフェイス回路図 Ｃ６２７－ＩＦ ＲＥＶ．００

９－１．供給電源：ＤＣ２４Ｖ±１０％ Ｉ＝１Ａｍａｘ

９－２．ＣＭ，ＭＦＣ用供給電源内蔵：＋１５Ｖ２５０ｍＡｍａｘ／ＣＨ
－１５Ｖ２５０ｍＡｍａｘ／ＣＨの電流容量

また、２ｃｈ併せたとき、片方の電源電流が５００ｍＡを超えないようにご使用ください。

９－３．ＣＣ－Ｌｉｎｋ通信系の三菱電機指定部品
・通信用ＬＳＩ ：ＭＦＰ３（ＰＣ９６００４Ｎ （三菱電機））

注文型式 Ａ６ＧＡ－ＣＣＭＦＰ３Ｎ６０Ｆ ６０ヶ入り

・フィルター ：ＺＣＹＳ５１Ｒ５－Ｍ３ＰＡＴ（ＴＤＫ）

・ＲＳ－４８５トランシーバ：ＳＮ７５ＡＬＳ１８１ＮＳ（Ｔ．Ｉ）

・水晶発振器 ：ＤＳＯ７５１ＳＢ－８０ＭＨｚ（大真空）

・ツェナーダイオード ：ＨＺＵ６．２Ｚ（日立）

９－４．ＣＰＵ：Ｈ８（日立）
・動作クロック：ＭＦＰ３より１０ＭＨｚ供給
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９－５．Ｄ／Ａ部：０～１０または、０～５［Ｖ］１２ｂｉｔ ２ｃｈ（ＦＳ＝４０００ｄ）
・ＣＰＵのシリアルポートから、シリアルＤ／Ａにデータ送り、
ＯＰアンプでアナログ信号を出力いたします。
・ＦＳ１０Ｖ／５Ｖの切換は、ＣＣ－Ｌｉｎｋのレジスタであらかじめ指定しておきます。
・出力応答速度：約１．５ｍＳ（ＣＣ－ＬｉｎＫのリンクスキャンタイムに依存します ）。
・出力インピーダンス＝１００Ω

９－６．Ａ／Ｄ部：０～１０または、０～５［Ｖ］１２ｂｉｔ ２ｃｈ（ＦＳ＝４０００ｄ）
・アナログ信号を差動ＯＰアンプで入力し、ローパスフィルターを介し、
シリアルＡ／Ｄコンバータにはいり、ＣＰＵのシリアルポートより格納します。
・ＦＳ１０Ｖ／５Ｖの切換は、ＣＣ－Ｌｉｎｋのレジスタであらかじめ指定しておきます。
・入力応答速度：約１．５ｍＳ（ＣＣ－ＬｉｎＫのリンクスキャンタイムに依存します ）。
・入力インピーダンス＝１００ｋΩ

注）Ｄ／ＡとＡ／Ｄと通信部は、共通ＧＮＤとなります。
２４Ｖ電源とＩ／Ｏは、共通ＧＮＤとなります。
なお、それぞれの共通ＧＮＤは絶縁されております。

９－７．ＤＩ部：２ｃｈ フォトカプラによるアイソレート
・ＰＳ２７０１－１（Ｌ）＊２ヶ（ＮＥＣ）
ＣＴＲ＝１００～３００［％］
ＤＣ２４Ｖ入力
ＩＦ＝５ｍＡ以下

９－８．ＤＯ部：４ｃｈ フォトカプラによるアイソレートし、バルブ切換用のリレーをドライブ
・ＰＳ２７０２－１（Ｋ）＊４ヶ（ＮＥＣ）
ＣＴＲ ＝２０００～［％］
Ｖｃｅｏ＝４０［Ｖ］
Ｉｃ ＝２００［ｍＡ］Ｍａｘ
・Ｇ５Ｖ１－ＤＣ２４Ｖ＊４ヶ（ＯＭＲＯＮ）

１０．環境仕様
周囲温度範囲：０℃～４０℃
周囲湿度範囲：２０％～８０％ＲＨ

１１．ソフト仕様
リモート入出力及びリモートレジスタ割付表 Ｖｅｒ２．２
ＣＣＬ－ＣＭシーケンスフロチャート Ｖｅｒ２．１

１２．ソフト仕様
１３．外形図
Ｗ３６ｘＨ１３０（取付用耳含め１５５）ｘＤ１０５

１４．添付品
なし

ＪＰ４出荷時オープンですのでユーザー様にて必要に応じてご用意ください。

ＪＰ４用 推奨短絡コネクタ ＸＪ８Ａ－０２１１（オムロン）

ＪＰ４使用コネクタ ＸＧ８Ｔ－０２３１（オムロン）

１５．保証
製造者の責任による不具合に関しては、御社納入後、１年間無償保証いたします。

以上


